
第４号様式（第９条関係）

年 4 月 1 日

日進市議会議長 　宛て

議員名

年度政務活動費収支報告について

日進市議会政務活動費の交付に関する条例第９条第１項に基づき、別紙のとおり

2025

令和6

川嶋　恵美

令和6年度政務活動費収支報告書を提出します。



令和6年度政務活動費収支報告書

議員名

　　政務活動費 円

円

（単位：円）

円

１　収　　入

川嶋　恵美

147,886

2,114

150,000

備　　　考項　　　目

0

0

金　　　額

３　残　　額

調査研究費

研　修　費

広　報　費

2,114

２　支　　出

広　聴　費 0

合　　　計

0

0

0

0

2,114

要請・陳情活動費

会　議　費

資料作成費

資料購入費



参考　第１号様式

議員氏名

令和6年度政務活動費に係る事業実績報告書を次のとおり提出します。

令和 6 年 岡崎市視察 政務活動事業実績報告書の
7 月 2 2 日（東岡崎駅周辺の 別紙1を添付する

開発について）

政務活動事業実績報告書

川嶋　恵美

年　月　日 事 業 名 事 業 概 要 及 び 成 果 等

（注）使途基準の項目別に記載すること。



調査視察地等の報告書 

令和 6 年 7 月 26 日  
 

 日進市議会議長 様 

 

                    

議 員 名 川嶋 恵美          

                    

実施年月日 

 

7 月 22 日 10：00～12：00 

                 

調査視察地等 

岡崎市 

用  務 

 

 

東岡崎駅周辺の開発について 

報告事項 

初めに、小木曽智洋議長より、日進市のことも調べてくださり、 

心のこもったごあいさつをいただきました。 

次に、都市基盤部拠点整備課 課長 太田貴司氏から概要の説明があり、 

同課総務企画係 係長 小野田整氏から、パワーポイントを用いて、 

具体的なご説明を受け、質疑応答をさせていただきました。 

議会事務局総務課渉外係 係長 林正道氏、主査 西田圭吾氏と太田課長、 

小野田係長とともに、東岡崎駅開発の現地視察をさせていただきました。 

 ※別添資料 

 



岡崎市視察報告書 
「東岡崎駅周辺の開発について」 

川嶋恵美 
日時：７月２２日(月) 10：00 12：00 
場所：岡崎市役所と東岡崎駅周辺 
参加人数：公明党日進市議団２人、岡崎市事務局・担当者５名 
 
整備の背景と経緯 
・駅周辺の交通が集中して混雑していること、岡ビル百貨店など老朽化してテナントも撤退。 
・急速な人口増加や経済成 を背景とした都市化への対応の中で、モータリゼーションの進展も相まって、  
や都市機能が郊外部へ拡大し市街地の外延化が進行。しかし、人口減少、超高齢社会を迎える中で、これまでの
開発基調・量的拡大志向のもと低密度に市街地が外延化し、過度な自動車依存を前提とした都市構造は、日常の
暮らし、コミュニティ、地球環境、ひいては都市活力そのものの維持などの面で様々な問題を引き起こしている。 
・市 の誰もが暮らしやすく、都市としての持続的な成 を確保するため、公共交通軸を中 に都市機能を集約
した拠点を都心から各地域まで配置し、各拠点へのアクセスの向上と都市機能の集約化・高度化を図ることで、
各地域それぞれが都市機能や農業機能、自然機能などを分担・共生する「地域共生型」のコンパクトな都市構造
を目指す。 
・平成１７年度から駅周辺関係者による「東岡崎駅周辺整備研究会」を発足し、交通関係専門家や交通事業者関
係、 政機関、地元住 による「東岡崎駅交通結節点整備検討会」、市議会による「東岡崎駅周辺整備検討特別委
員会」、地域検討会など平成２０年にかけて話し合う。 
・平成２２年２月整備計画、平成２３年４月第一期整備開始、平成２５年４月バリアフリー化、令和元年１１月
家康公像お披露目 
・第二期整備は令和３年基本協定に、交通施設整備の南北自由通路、市街地再開発にバスターミナルや多目的広
場、９階建ての駅ビルなど２０３０年を目指す。 
 
 
所感 
・駅は１００年、岡ビルは６０年の歴史があり、生まれ育った方はみんなここでの思い出があるとのこと。しか
し老朽化や、３０代から４０代の子育て世代が、飲み屋街へと変化した駅周辺から外郭化へ移動してしまうこと
から環境の悪化もあり、駅周辺に呼び寄せる効果も考えられている。今後は人口減少も視野に入れ、コンパクト
シティを目指すべき。駅北側の乙川沿いを公園のように整備し、歴史あるまちを QURUWA 戦略として連続的に
つながる公共空間になることは、安心安全が確保され、人とのつながりやまちとのつながりを作り上げる大規模
な構想になっている。今後を 据えた 規模な計画を地元の重鎮だけでなく、商店の 年世代までも取り込んで
時間をかけて計画を立て実行されていることが素晴らしいと感じた。 
・本市においても、昔からの地元住 と４０年住んでいてもよそ者と われる環境を打開し若者世代が今後６０
年をけん引していくことを理解していただき、 い で構想を建てていかないといけないと感じる。 
・本市には３つの駅が存在し活気があるまちにするべきで、庁舎が市街化調整区域に存在することの懸念を い
目で考えていく必要があると考える。 
・予算の でも 規模な計画になれば必要になってくるが、岡崎市で実現している公共投資と 間投資のベスト
ミックスを参考にし、今後の世代にも応分の負担をしていただくような検討をしていくべきだと考える。 
・これからの人口減少も見据えたコンパクトシティを目指す提案をしていきたいと考える。 

以上 



参考　第３号様式（第１３条関係）

ＮＯ１

議員氏名 川嶋　恵美

令和6年度政務活動費会計帳簿

（単位：円）

合　計

4月26日

7月21日

7月22日

7月22日

7月22日

年月日 摘　　　要 収　入 支　出 残　高
 領 収 書
 番 号

150,000令和6年度交付分

高速代（行き） 415 148,672 2

150,000

手土産代 913 149,087 1

ガソリン代 371 147,886 4

高速代（帰り） 415 148,257 3

科　目

調査研究費

調査研究費

調査研究費

調査研究費

150,000 2,114 147,886






